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アユのビブリオ病一I

淡水馴致を遅延した場合の発症状況について

小寺和郎＊・舟橋紀男＊＊・宮崎照雄＊＊・窪田三朗＊＊

（昭和 48年 12月 24日受理）

'78年3月から5月に採捕された海産稚アユに，放養後7日から 10日目に体表の褪色， あるいは， 体側

表面に白斑がみられ，充血，ぴらん，および潰瘍を起し発症後3日から5日でへい死する甚急性の転帰をと

る疾病が流行した。へい死率は，しばしば 80~90%に達し，養殖業者に甚大な被害を与えた。なお，病患

部から共通に Vibrioanguillaru節が分離された＊＊＊。発症を見た海産稚アユ (1~3 g)の淡水馴致は，ほ

とんどが採捕後 10~20時間汽水飼育し（比重約 1.1010),その後淡水池に放養，あるいは，急速に淡水馴

致する方法をとっていた。したがって，採捕後の急激な環境変化が，魚体を極度に刺激し，感染菌に対する

抵抗力が低下し，同時に体表粘膜に損傷を与えたとも考えられ，淡水馴致を遅延し，さらに，その間に抗菌

剤を投与することによって発症を抑制できるかどうかを試験した。

材料および方法

供試魚は，乎均体重 3.6gの採捕直後の海産稚アユ 12kg(約3300尾）を用い，飼育池に収容後直ちに

淡水馴致する区（淡水区）および収容後1週間程度汽水飼育する区（汽水区）の2試験区について発症状況

を見た。淡水馴致は，地下水と海水の混合稀釈により行ない，汽水区では， 3日目毎に比重 1.010,1. 005, 

1.003に調整，淡水区は，当初 1.010に調整し，放養後2時問で悔水を停止し，地下水による自然換水で

徐々に淡水化したところ 20時間後には1.000となった。比重の測定は赤沼式比重計をもちい，毎日午前9

時に行なった。

表 1. 汽水区・淡水区におけるアユの斃死状況

汽 水 区 I i 淡 水 区

斃死魚尾数 生残率 比重＊＊［斃死魚尾数 1 生残率 比

゜
0 100% 1.010 0 100% 1.0 

1 26 99.3 n 79 94.4 1.0 
経 2 356 (382)*'79.4 n 473 (552) 58.4 n 
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* ( )内数字は累計斃死数を示す。
＊＊赤沼式比重計による。

＊愛知県水産試験場内水面分場

＊＊三重県立大学水産学部

＊＊＊広島大学水畜産学部室賀清邦氏の同定による。
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図 1. 汽水区・淡水区の比瓜および生残率の変化

飼育池は 2mx5mx0.5mのコンクリート池を

使用し，全期間，水温 17.0-20.o・cで流水式とし

た。なお，供試アユの輸送時には，ニフルブラジン

塩酸塩 lppmで薬浴した。試験期間中は，クロラ

ムフェニコール lOOmg/kg飼料を添加した市阪ア

ユ用配合飼料t(クランプル状）を飽食量与えた。な

ぉ，期間中の摂餌は，ほぽ良好であった。

結 果

両区を7日間飼育した結果，淡水区，汽水区共，

ほぼ同様の病徴を示し， 93-98%が死亡した。その

病徴ふ艇幹部に小白斑が起り（従来のスレによる症状に似る）， ついで，びらん，出血，潰瘍を起す。し

かし，従来から見られるビブリオ病とは，その症状等相異する点がある。なお，一部に変形や眼球突出が見

られた。

へい死の状況ぱ，/{水区に比べ，淡水区の方が早くからへい死が起り，試験開始2日後には，汽水区の生

残率 79.4%(1418尾/1800尾）に対し，淡水区のそれが 58.4%(769尾/1321尾） と低く， 5日後には，

それぞれ 10.8%,9.4%とほぽ同程度となり， 6日目以降は逆に汽水区の方が，生残率が低下し， 7日後

にしまre水区 2.0%に対し，淡水区 6.4%となった。結果は表1,図1に示す。

考 察

飼育結果ぱ，すでに311日に両区共半数以上のへい死が観察され， 7日目には 93%以上がへい死し，馴

致期間の遅延，さらに馴致期間中のクロラムフニニコールの予防的使用によっても発病を阻止することはで

きなかった。このことより，本病原菌1ま，病原性が非常に強く，クロラムフェニコールに対して耐性を有す

ることが想像される。両試験区の前半の減耗状況に若干の差が見られたことについては，淡水区では環境の

急変によるストレスも考えられる。後期に至って汽水区の方が減耗率が大きくなった点についてほ，

V. anguillarumの病原性が塩分濃度の違いにより差が生じたのではないかと思われる。室賀ら (1970)1>

の報告によると， V.anguiUarumの病原性は NaCl濃度 1%から 3%で最も強く， NaCl濃度が 0%

になると病原性は低下するという。このことから今回の試験では，汽水区では期問中を通じて塩分が含まれ，

淡水区よりも V.anguillarumの病原性が強く現われたとも考えられる。

要 約

1. 淡水馴致の時間的延長および馴致期間中の薬剤投与により， ビプリオ病の発病を阻止出来るかどうか

を試験した。

2. 淡水馴致は，採捕後 24時問程度で淡水化する区および1週間程度汽水飼育する区の2試験区につい

て行なった。その結果，淡水区は汽水区に比して早期にへい死率が高くなる傾向を示したが， 5日目では両

区とも同程度となり， 6日目以後からは逆に汽水区の方がへい死率が高くなった。この差についての考察を

行なった。

3. 馴I致時間の遅延，薬剤投与等による発病阻止効果はなかった。
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